
令和４年度中部教育事務所学力向上プロジェクト【授業改善版ー参考例】No.３

題材： 小学校第６学年理科（啓林館）『てこのはたらき』 １月予定〔２時間の授業過程〕

【導入段階】前時の学習を想起させ、本時の課題を捉えさせる

【展開段階】協働的な学びで導く実験・結果・考察・まとめ

①個人予想→実験方法(定量的学習)の見通し

②実験・結果・考察・まとめ

③各班の考えを全体で協議

(共通項＋追加項＋異なる考え)

全ての班のまとめを整理すると･･･

※ 全体で協議する際の留意点については
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④協議を経てまとめる

【終末段階】学習内容の定着と発展的な
課題の提示で習熟を図る

支点から左に４０㎝の場所に１０㎏のおもりを
置いた。５０㎏の重りを右側に置く場合、支点
から右に何㎝の場所に置くと水平につり合うか。
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つまり
例えば

「おもりの重さ×支点からのきょり」が左右で等しい
場合、おもりの重さが異なっていても水平につり合う。

実験結果を表にまとめることで、関係性
が分かるかもしれない。

結果 左 右

きょり ４ １ ２ ３ ４ ５ ６

重さ(g) 30 120 60 40 30 × 20

結果から考察・まとめを導く協働的な学び

左： 30g×４＝120
右：120g×１＝120

60g×２＝120
40g×３＝120

支点からのきょり
が長くなればなる
ほど、おもり(力)
は小さくてすむ

＋ ＋
算数で学習
した反比例
関係と同じ
である

おもりの重さと支点からのきょりには、反比例関係がある
ので、重さときょりの積が等しい場合に水平につり合う。

〔まとめ〕

どのような実験をすれば、この関係性
を調べることができるのかな？

おもりを置く場所によって、水平につり合う場合のおもさ(力)が左右で異なる事実から

〔めあて〕 どのようなときに、てこは水平につり合うのだろうか？

５年生のふりこの実験では、重さを変えず
にふりこの長さを変えて調べたね。

条件制御による実験方法を導く協働的な学び

支点
作用点

力点

知識・技能の確認
※ てこ、支点、力点、作用点
などの用語については知識と
して定着させる。

◎ 前時の学習(定性的学習)･･･てこを知るための「小さな力で大きな物を持ち上げる活動」

支点からのきょりが短い 支点からのきょりが長い ○ 支点からのきょりが長くなれば
重いものを小さな力で持ち上げら
れる。

※ おもりの重さは、手でおす力に
置きかえることができる。

つまり

てこのはたらきを利用して、１０㎏のおもりを
水平につり合うようにする場合、矢印の場所に
はどのくらいのおもり(力)が必要でしょう。
水平につり合うとき、てこのはたらきには、
きまりがあるのでしょうか？

10㎏

水平につり合うときのきまりは？

支
点

？？

左の場所と重さを
固定して、右側の
場所や重さを変え
ていけば、関係が
わかりそう！

※ 定性から定量へ

作
用
点

力
点

支
点

短 長

なぜ、ペンチはこのような形をしているのだろうか？

支点から力点までのきょりを長くして、
作用点までのきょりを短くすれば、
小さな力で大きな力が出せるから･･･

レベル① 「基本的な学習内容の習熟」の場合

レベル② 「実社会・実生活での活用をイメージ
した」場合


